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米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

高
田
智
和
・
斎
藤
達
哉

　
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
（
巨
汀
胃
ぺ
。
市
○
呂
σ
q
r
e
s
s
，
　
J
a
p
a
n
e
s
e

Ra
r
e
　
B
o
o
k
　
C
o
！
l
e
c
t
i
o
n
）
が
所
蔵
す
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
（
［
O
O
。
コ
言
。
戸

N
o
．
　
2
0
0
8
4
2
7
7
6
8
、
以
下
「
議
会
図
書
館
本
」
）
は
、
二
〇
〇
人
年
に
米
国
議
会

図
書
館
の
所
蔵
と
な
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
学
界
未
紹
介
の
新
出
資
料
゜

で
あ

る
。
桐
壼
か
ら
夢
浮
橋
ま
で
全
五
十
四
巻
揃
（
五
十
四
冊
）
の
完
本
で
あ
る
。

　
議
会

図
書
館
本
に
は
、
古
筆
別
家
第
三
代
の
了
仲
（
｝
六
五
六
～
一
七
三
六
）

に

よ
る
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
年
）
の
折
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
極
書
の
全
文

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

源
氏
物
語
四

半
本
　
全

五
辻
殿
諸
仲
卿
真
筆

外
題
三
条
西
殿
実
隆
公

御
一
筆
無
疑
者
也

正
徳
元
年
五
月
下
旬
　
古
筆
了
仲

「
録
宮
斎
」
印
（
陽
刻
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
議
会
図
書
館
本
の
書
写
者
は
五
辻
諸
仲
（
一
四
八
七
～
’
l
五

四
o
）
、
外
題
は
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
の
手
に
な
る
も
の
と

さ
れ
る
。
米
国
議
会
図
書
館
の
蔵
書
目
録
で
は
、
書
写
年
代
を
三
条
西
実
隆
没
年

の

l
五
三
七
年
以
前
に

比
定
し
て
い
る
。

　
尊
卑
分
脈
な
ど
に
よ
れ
ば
、
五
辻
諸
仲
は
、
宇
多
源
氏
の
流
れ
を
く
む
五
辻
家

に

生

ま
れ
、
晩
年
の
天
文
七
年
（
一
五
三
八
年
）
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
五
辻

家
を
堂
上
家
に
加
え
た
人
物
で
あ
る
。
神
田
久
義
「
米
国
議
会
図
書
館
本
『
源
氏

物

語
』
の
書
写
形
態
に
関
す
る
一
試
論
」
（
豊
島
秀
範
編
『
源
氏
物
語
本
文
の
研

究
』
、
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
、
二
〇
＝
年
）
で
は
、
『
実
隆
公
記
』

の

記
述
か

ら
、
五
辻
諸
仲
と
三
条
西
実
隆
と
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
、
伝
五
辻
諸

仲
筆
短
冊
の
筆
跡
を
検
討
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

　
議
会
図
書
館
本
は
塗
箱
に
納
め
ら
れ
伝
来
し
た
（
議
会
図
書
館
で
は
、
現
在
、

塗
箱
か

ら
本
を
出
し
て
別
々
に
保
存
し
て
い
る
）
。
塗
箱
の
は
め
込
み
式
の
前
蓋

に

は
、
折
紙
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

源
氏
　
全
部
五
十
五
冊

　
五
辻
殿
諸
仲
御
筆

　
外
題
三
条
西
殿
実
隆
御
筆

塗
箱
の
写
真
を
図
1
、
寸
法
を
図
2
に
示
す
。

v
’



図
1
　
塗
箱

み・ヨ轍透

図
2
　
塗
箱
の
寸
法
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な
お
、
議
会
図
書
館
本
に
は
、

手
掛
か

り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

蔵
書
印
や
識
語
な
ど
、
旧
蔵
者
や
伝
来
を
示
す

　
さ
て
、
議
会
図
書
館
本
の
書
誌
に
つ
い
て
述
．
へ
る
。

　
装
丁
は
列
帖
装
で
あ
る
。
無
地
の
濃
青
色
表
紙
の
中
央
に
柿
渋
色
の
題
命
を
付

す
。
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
寸
法
は
各
巻
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
縦
二
五

o
～
二
五
ニ
ミ
リ
メ
－
ト
ル
、
横
、
六
八
～
一
ヒ
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
表
紙
左
端
に

は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
押
八
双
（
左
端
か
ら
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
付

近
に

縦
に

上

か

ら
下
ま
で
引
か
れ
た
直
線
の
へ
こ
み
）
が
あ
る
。
袋
綴
装
の
場
合
、

押
八

双
は

十
七

世
紀
末
に

は

見

ら
れ
な
ぐ
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
か
ら
（
橋
口
侯

之

介

『
和

本
入

門
－
千
年
生
き
る
書
物
の
世
界
1
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
堀

川

貴
司
『
書
誌
学
入
門
－
古
典
籍
を
見
る
・
知
る
・
読
む
ー
』
勉
誠
出
版
、
二
〇

lo
年

な
ど
）
、
現
在
の
表
紙
は
十
七
世
紀
ま
で
の
も
の
と
な
ろ
う
か
。

　
表
紙
見

返
の
右
端
に

は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
糊
の
跡
と
剥
が
さ
れ
た
和
紙
の

一
部
が
残
っ
て
い
て
、
表
紙
の
付
け
替
え
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

見

返
紙
の

裏
上
端
中
央
（
表
紙
と
見
返
紙
の
間
）
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
付
箋

が

貼
ら
れ
、
巻
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
付
け
替
え
時
の
仮
題
愈
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
図
3
は
夢
浮
橋
の
付
箋
で
あ
る
、
「
ゆ
め
の
う
き
は
し
」
の
「
ゆ
」

の

字
画

が
一
部
欠
け
て
お
り
、
こ
れ
は
化
粧
裁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
議
会
図
書

館
本

は
一
度
乃
至
二
度
の
改
装
を
経
て
い
る
。

　
内
題
、
尾
題
は
な
く
、
巻
名
を
記
す
の
は
外
題
と
仮
題
命
の
み
で
あ
る
。
巻
名

に

つ
い
て

は
後
述
す
る
。

図
3
　
夢
浮
橋
の
仮
題
愈

；購

”1茎ジ．．

　
次

の

表
1
に
、
各
巻
の
寸
法
（
縦
C
m
×
横
C
m
）
、
墨
付
丁
数
、
遊
紙
の
丁

数
、
括
の
数
、
括
内
の
丁
数
（
見
返
、
裏
見
返
も
I
丁
と
し
た
）
、
半
丁
の
行
数
、

本
文

の

総
行
数
、
特
殊
表
記
和
歌
（
後
述
）
の
数
を
ま
と
め
て
示
す
。

3



表1 議会図書館本の書誌概略

巻名 寸法（cm） 墨付丁数 遊紙丁数 括数 括内丁数 丁行数 総行数 特　表記和歌数
1桐壼 25．0×17．0 25 前1 3 8128 89 429

2∋木 25．2×17．0 41 前1 4 12121010 8910 725

3空’ 25．2×16．8 9 前1 2 66 9 147

4夕顔 25．2×16．8 37 前1 3 141214 9 673

5若紫 25．2×16．8 29 後1 4 8888 10 573

6末摘花 25．2×16．8 ・25 後1 3 1288 9 441

7紅葉賀 25．2×17．0 19 後1 2 1012 10 379

8花宴 25．2×17．0 8 2 64 10 152
9 25．2×17．0 32 3 121012 10 635

10賢木 25．2×17．0 36 3 121214 10 701

11花散里 25．2×16．9 4 前1後1 2 44 10 66

12須磨 25．2×17．0 30 3 121010 10 593 8

13明石 25．2×16．9 28 3 101010 10 558 8

14濡標 25．2×17．0 24 3 8108 10 472 8

15蓬生 25．2×17．0 16 2 108 10 317

16関屋 25。2×16．9 6 2 44 9 99

17絵合 25．2×16．9 14 2 88 10 269

18松風 25．2×16．9 16 2 810 10 312

19薄雲 25．2×16．8 22 3 888 10 434

20朝顔 25．2×17．0 14 2 88 10 278 3

21少女 25．2×16．9 38 4 10101010 10 748

22玉多 25，2×16．9 30 3 101210 1011 596 3

23初音 25．2×17．0 10 2 66 10 196
24古 25．2×17．0 16 2 810 10 307 3

25蛍 25．2×16．9 14 2 88 1011 281 5

26常夏 25．2×16．8 16 2 108 1011 308

27舞火 25．1×16．9 5 後1 2 44 89 83

28野△ 25．1×16．9 14 2 88 10 269 3

29行 25．1×16．9 20 3 868 10 392 1

3確≦袴 25．1×16．9 12 2 68 10 236

31真木柱 25．1×16．9 28 3 101010 10 559
32 25．1×16．9 14 2 88 10 271

33藤一 25．2×16．9 20 2 1012 10 386

34若古上 25．2×16．9 77 後1 4 20202020 9 1376

35若菜下 25．2×16．9 72 4 20161820 89 1282
36 25．2×16．9 30 3 101210 1011 603

37横笛 25．1×16．9 12 2 68 101112 244

38鈴虫 25．1×16．9 14 2 88 910 254
39ター 25．1×16．9 46 3 161220 10 903
40’こ 25．1×16．9 14 2 88 910 275

41幻 25．2×17．0 16 2 108 810 302

42匂宮 25．1×16．9 10 2 66 10 196
43‘、 25．1×16．9 10 2 66 10 189

44ケ河 25．2×16．9 32 4 81088 910 623 6

45．タ 25．2×16．9 28
’
3

101010 10 555
46 25．2×16．9 28 4 10668 10 553 4

47総角 25．2×16．9 63 後1 3 182424 9 1129

48　蕨 25．2×16．9 14 2 88 910 272

49宿木 25．2×16．8 60 4 16161614 9 1064

50東屋 25．2×16．8 42 4 10121210 91011 833

51浮舟 25．2×16．8 44 4 10121212 10 874 8

52蜻△ 25．1×16．9 36 3 121214 1011 727 2

53手羽 25．2×16．9 42 4 14101010 91011 814

54夢浮． 25．2×16．9 12 2 86 910 229
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議
会

図
書
館
本
は
、
半
丁
あ
た
り
の
書
写
行
数
が
一
定
し
て
い
な
い
と
い
う
特

徴
が

あ
る
（
墨
付
最
終
丁
p
a
除
V
）
i
九
行
乃
至
十
行
が
基
本
の
よ
う
で
あ
る
が
、

表

1
に
示
す
よ
う
に
、
行
数
が
一
定
し
て
い
な
い
巻
は
、
桐
壼
、
帯
木
、
玉
量
、

蛍
、
常
夏
、
篶
火
、
若
菜
下
、
柏
木
、
横
笛
、
鈴
虫
、
御
法
、
幻
、
竹
河
、
早
蕨
、

東
屋
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
の
十
八
巻
と
、
全
体
の
三
分
の
一
に
及
ぶ
。
特
に

後
半
の
巻
に

傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

’

書
写
行
数
が
一
定
し
な
い
と
言
っ
て
も
、
ラ
ン
ダ
ム
に
行
数
が
変
わ
る
わ
け
で

は

な
く
、
行
数
の
変
わ
り
方
は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
桐
壼
の
よ
う
に
、

冒
頭
か
ら
四
丁
表
ま
で
は
八
行
、
四
丁
裏
か
ら
は
九
行
と
、
巻
の
途
中
で
行
数
を

変

え
る
場
合
と
、
玉
髪
の
よ
う
に
、
二
十
四
丁
裏
の
み
が
十
l
行
で
、
ほ
か
は
一

定

し
て
十
行
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
後
者
は
、
例
外
的
に
行
数
の
異
な
る
丁
が
あ

る
だ
け
で
、
巻
を
通
し
て
の
基
本
の
行
数
は
決
ま
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

帯
木
、
玉
震
、
常
夏
、
若
菜
下
、
幻
の
五
巻
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
一
方
、
途
中
か
ら
書
写
行
数
を
変
え
る
も
の
は
、
残
り
の
書
写
量
を
勘
案
し
な

が

ら
、
行
数
調
整
を
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
巻
の
書
写
の
た
め
に
用
意

し
た
紙
数
（
括
）
に
収
ま
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
白
丁
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

書
写
を
し
た
結
果
、
巻
内
の
半
丁
ご
と
の
行
数
に
変
動
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
調
整
し
な
が
ら
書
写
を
し
て
も
、
見
開
き
左
右
両
丁
の
行
数
に
ば
ら
つ

き
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
考
え
ら
れ
る
。
巻
末
と
な
る
墨
付
最
終
丁
を
除
い

て
、
見
開
き
左
右
両
丁
の
行
数
が
異
な
る
箇
所
は
、
蛍
の
十
1
丁
裏
～
十
二
丁
表
、

舞
火
の
十
1
I
丁
裏
～
十
三
丁
表
、
横
笛
の
十
丁
裏
～
十
1
丁
表
、
同
＋
1
丁
裏
～

十
二
丁

表
、
手
習
の
八
丁
裏
～
九
丁
表
の
わ
ず
か
に
五
例
の
み
で
あ
る
。
議
会
図

書
館
本
の
書
写
に

お

い
て

は
、
見
開
き
左
右
両
丁
が
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
て
意
識

さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
議
会

図
書
館
本
の
表
記
の
特
徴
と
し
て
、
特
殊
表
記
和
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

行
で
続
け
て
書
か
ず
に
、
割
注
の
よ
う
な
二
行
書
を
交
え
た
表
記
方
法
を
用
い
て

い

る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
特
殊
表
記
和
歌
と
呼
称
す
る
。

蜻
蛉
　
十
一
ウ

　
　
　
　
　
き
み
も

し
の
ひ
ね
や

　
　
　
　
　
　
　
な
く
ら
ん

か
ひ
も
な
き

　し
　て
たの
を
さ

に

　う
か
よ

は

　
表
1
か
ら
、
特
殊
表
記
和
歌
が
見
ら
れ
る
巻
は
、
須
磨
、
明
石
、
濡
標
、
朝
顔
、

玉
婁
、
胡
蝶
、
蛍
、
野
分
、
行
幸
、
竹
河
、
椎
本
、
浮
舟
、
蜻
蛉
の
十
三
巻
で
、

和
歌
の
数
は
六
十
二
首
で
あ
る
。
特
殊
表
記
和
歌
の
全
用
例
の
写
真
と
翻
字
は
、

神

田
久
義
・
豊
島
秀
範
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
特
殊
表
記
に
よ
る

和

歌
一
覧
」
（
斎
藤
達
哉
ほ
か
編
『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本

文
ー
若
菜
上
～
幻
1
』
、
国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
特
殊
表
記
和
歌
に
関
す
る
考
察
に
は
、
豊
島
秀
範
「
ア
メ
リ
カ
議
会

図
書
館
本
の
和
歌
表
記
の
特
徴
－
和
歌
の
一
行
散
ら
し
書
き
を
中
心
に
ー
」
（
『
國

學
院
大
學
大
学
院
平
安
文
学
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
、
神
田
久
義
「
米

国
議
会
図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
形
態
に
関
す
る
一
試
論
」
（
豊
島
秀
範

編

『
源
氏
物

語
本
文
の

研
究
』
、
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
、
二
〇
＝

年
）
が
あ
る
。
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議
会
図
書
館
本
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
多
数
の
擦
消
箇
所
を
確
認
で
き
る
。

紙
を
削
っ
て
文
字
を
消
し
、
改
め
て
文
字
を
書
き
直
し
て
い
る
。
擦
消
が
書
写
時

の

も
の
と
す
れ
ば
、
親
本
の
本
文
を
精
密
に
写
し
取
ろ
う
と
す
る
書
写
態
度
が
う

か
が

え
る
。
原
本
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
た
擦
消
箇
所
は
、
斎
藤
達
哉
・
神
田
久

義
・
豊
島
秀
範
・
菅
原
郁
子
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
擦
消
一
覧
（
桐

壷
～
藤
裏
葉
）
」
（
斎
藤
達
哉
・
高
田
智
和
編
『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』

翻
刻
－
桐
壼
～
藤
裏
葉
1
』
、
国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
1
　
1
　
u
r
）
、
神
田
久
義
・

斎
藤
達
哉
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
擦
消
一
覧
（
若
菜
上
～
幻
）
」
（
斎

藤
達
哉
ほ

か
編
『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
刻
ー
若
菜
上
～
幻
1
』
、

国
立
国
語
研
究
所
、
二
〇
一
1
l
u
r
）
、
神
田
久
義
・
斎
藤
達
哉
「
米
国
議
会
図
書

館
蔵

『
源
氏
物
語
』
擦
消
一
覧
（
匂
宮
～
夢
浮
橋
）
」
（
本
報
告
書
に
収
録
）
に
一

覧
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
分
析
が
待
た
れ
る
。

　
次

に
、
議
会
図
書
館
本
の
書
入
に
つ
い
て
述
べ
る
。
議
会
図
書
館
本
に
は
、
墨

筆
、
朱
筆
、
鉛
筆
に
よ
る
書
入
が
あ
る
、

　
鉛
筆
に
よ
る
書
入
は
近
代
以
降
の
も
の
で
、
賢
木
、
蓬
生
、
少
女
、
玉
璽
の
四

巻
に

そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
鉤
記
号
を
用
い
て
、
何
ら
か
の
区

切
り
を
示
し
て
い
る
。

少

女
　
十
一
ウ

　
　

ぴ
ロ
　
め
び

　
　

「
つ
と
へ
た
り
」
と
「
風
の
ち
か
う
」
の
間
に
鉤
記
号

　
朱
筆
に
よ
る
書
入
は
桐
壼
に
二
例
だ
け
見
ら
れ
る
。

注
し
て
い
る
。

二
例

と
も
和
歌
の
詠
者
を

桐
壼
　
五
ウ

鷺
．
メ
雀
き
パ
，
パ
遵

　
　
　

「
か

き
り
と
て
わ
か
る
A
み
ち
の
か
な
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
い

　
　
　
の
ち
な
り
け
り
」
に
「
更
衣
」

桐
壼
　
九
ウ

．

　
　
　
　
　

ぶ竺
、

　
　
　

芸

　
　
　

「
み
や
木
の

s
露
ふ
き
む
す
ふ
風
の
を
と
に
こ
は
き
か
も
と
を
お

　
　
　

も
ひ
こ
そ
や
れ
」
に
「
き
り
つ
ほ
の
み
か
と
J
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墨
筆
に
よ
る
書
入
が
最
も
多
く
、
帝
木
（
十
二
例
）
、
空
蝉
（
四
例
）
、
夕
顔
（
五

例
）
、
若
紫
（
三
例
）
、
末
摘
花
（
二
例
）
、
紅
葉
賀
（
二
例
）
、
須
磨
（
十
1
例
）
、

明
石
（
二
例
）
、
濡
W
H
　
（
1
例
）
、
薄
雲
（
一
例
）
、
朝
顔
（
一
例
）
、
少
女
（
一
例
）
、

玉
髪

（三
例
）
、
初
音
二
例
）
、
藤
袴
（
一
例
）
、
若
菜
上
（
二
十
八
例
）
、
若
菜

下

（五
例
）
、
柏
木
（
四
例
）
、
鈴
虫
（
三
例
）
、
夕
霧
（
三
例
）
、
御
法
（
三
例
）
、

幻

（
一
例
）
、
紅
梅
（
一
例
）
、
竹
河
（
六
例
）
、
椎
本
（
三
例
）
、
総
角
（
八
例
）
、

宿
木

（
八
例
）
、
東
屋
（
二
例
）
、
浮
舟
（
四
例
）
、
蜻
蛉
（
1
i
l
s
s
）
と
、
三
十
巻

に

わ
た

っ

て

百
三
十
二
例

で
あ
る
。

　
墨
筆
に
よ
る
書
入
に
は
、
異
本
注
記
、
平
仮
名
表
記
に
漢
字
表
記
を
注
す
る
も

の
、
本
文
訂
正
、
片
仮
名
に
よ
る
読
み
仮
名
、
濁
音
符
な
ど
が
あ
る
。

o
異
本
注
記
の
例

　
若
紫
　
六
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

旛
　
　
　
　

「
よ
り
せ
さ
せ
」
に
「
よ
せ
さ
せ
イ
」

o
平
仮
名
表
記
に
漢
字
表
記
を
注
す
る
も
の
の
例

　
若
紫
　
十
八
ウ

“

「
さ
え
」
に
「
才
」

o
本
文
訂
正
（
補
入
）

　
御
法
　
一
オ

　
　
7
　
パ
　
，
＾

Fす
み
か
に

こ
り
ぬ
へ
く
」
を
「
す
み
か
に
こ
も
り
ぬ
へ
く
」
に

o
本
文

訂
正

（見
消
）

　
椎
本
　
三
オ

堂
．

→

　
　
　
　
さ
へ

r
ふ
た

わ
た
り
」
を
「
ふ
な
わ
た
り
」
に

o
片
仮
名
に
よ
る
読
み
仮
名

　
総
角
　
四
十
七
ウ
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eオ
竃

　
　

「
左
」
に
「
ピ
タ
リ
」

○
濁
音
符

　
御
法
　
四
ウ

　
　
　
　

ぐヨ

｝

　
　
　
　
「
な
た
い
め
ん
」

4

の

「
た
」
に
圏
点

　
墨
筆
に
よ
る
書
入
は
、
筆
跡
か
ら
二
筆
と
見
ら
れ
る
。
異
本
注
記
や
平
仮
名
表

記
に

漢
字
表
記
を
注
す
る
も
の
が
一
筆
、
本
文
訂
正
、
片
仮
名
に
よ
る
読
み
仮
名
、

濁
音
符
が
も
う
一
筆
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

　
朱
筆
と
墨
筆
と
を
合
わ
せ
て
も
、
書
入
の
数
は
百
三
十
四
例
に
す
ぎ
な
い
。
書

入
の

な
い
巻
も
あ
り
、
議
会
図
書
館
本
の
書
入
は
、
総
じ
て
疎
ら
で
あ
る
。
議
会

図
書
館
本
は
、
高
度
な
学
習
本
と
し
て
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で

あ
る
。

　
書
入
以
外
に

も
、
議
会
図
書
館
本
に
は
旧
蔵
者
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
葵
に
は
薄
紅
色
の
不
審
紙
が
あ
る
。
鈴
虫
と
御
法
に
は
、
上
欄
に
和
紙
を
剥

が

し
た
跡
が
あ
る
。
か
つ
て
は
付
箋
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
不
審
紙
や
付
箋
の

跡
に

つ
い

て
、
詳
細
な
確
認
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
他
日
の
調
査
を
期
し
た
い
。

　
な
お
、
議
会
図
書
館
本
の
書
入
は
、
神
田
久
義
・
斎
藤
達
哉
・
小
木
曽
智
信
・

高
田
智
和
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
書
入
一
覧
」
（
本
報
告
書
に
収

録
）
に
全
用
例
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
前

に
、
議
会
図
書
館
本
に
は
、
外
題
の
ほ
か
に
、
見
返
裏
に
仮
題
命
が
あ
る
と

述
べ
た
。
外
題
と
対
照
さ
せ
て
巻
名
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
便
宜
的
に
一

段

目
に
通
行
の
漢
字
表
記
に
よ
る
巻
名
を
示
し
、
二
段
目
に
は
外
題
に
よ
る
巻
名
、

三

段
目
に
は
仮
題
愈
に
よ
る
巻
名
を
記
す
。

桐
壼

帯
木

空

蝉
夕
顔

若
紫

末
摘
花

紅
葉
賀

花
宴

葵賢
木

花
散
里

須
磨

き
り
つ
ほ

は

s
き
木

う
つ
せ
み

ゆ
ふ
か
ほ

わ

か
む

ら
さ
き

す
ゑ

つ
む
花

も
み
ち
の
賀

花
の

え
ん

あ
ふ
ひ

さ
か
木

花

ち
る
さ
と

す
ま

き
り
つ
ほ

は

s
き
s

う
つ
せ
み
は
s
き
ン
の
な
ら
ひ
一

ゆ
ふ
か
ほ
は
s
き
s
の
な
ら
ひ
二

わ

か
む

ら
さ
き

す
ゑ

つ
む

花
わ
か
む
ら
さ
き
の
な
ら
ひ

も
み
ち
の
か

花
の
え
ん

あ

ふ
ひ

さ
か
き

花
ち
る
さ
と

す
ま
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明

石
濡
標

蓬
生

関
屋

絵
合

松
風

薄
雲

朝
顔

少
女

玉
璽

初
音

胡
蝶

蛍常
夏

舞
火

野
分

御
幸

藤
袴

真
木
柱

梅
枝

藤
裏
葉

若
菜
上

あ
か
し

み
を
つ
く
し

よ
も
き
ふ

せ
き
屋

ゑ
あ
は
せ

松
か
せ

う
す
雲

あ
さ
か
ほ

を
と
め

玉
か

つ
ら

は

つ
ね

こ

て

ふ

ほ

た
る

と
こ
な
つ

か

s
り
火

野
わ
き

み
ゆ
き

ふ

ち
は
か
ま

真
木
は

し
ら

む
め

か
え

藤
の
う
ら
葉

わ

か
菜
上

あ
か
し

み
を
つ
く
し

よ
も
き
ふ
み
を
つ
く
し
の
な
ら
ひ
一

せ
き
や
み
を
つ
く
し
の
な
ら
ひ
二

ゑ
あ
は
せ

ま
つ
か
せ

う
す
く
も

あ
さ
か
ほ

を
と
め

た

ま
か
つ
ら

は

つ
ね

玉
か

つ
ら
の
な
ら
ひ
一

こ

て

ふ

玉
か

つ
ら
の
な
ら
ひ
二

ほ

た

る
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
三

と
こ
な
つ
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
四

か

s
り
ひ
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
六

野
わ

き
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
六

み
ゆ

き
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
七

ふ

ち
は
か
ま
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
八

ま
き
は
し
ら
玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
九

む
め

か
え

ふ
ち
の
う
ら
は

わ

か
な
上

若
菜
下

柏
木

横
笛

鈴
虫

夕
．
霧

御
法

幻匂
宮

紅
梅

竹
河

橋
姫

椎
本

総
角

早
蕨

宿
木

東
屋

浮
舟

蜻
蛉

手
習

夢
浮
橋

わ
か
な
下

か
し
は
木

よ
こ
笛

す
s
む
し

ゆ
ふ
き
り

み
の
り

ま
ほ
ろ
し

に

ほ

ふ
宮

こ
う
は
い

た
け
河

は

し
ひ
め

し
ゐ
か
も
と

あ
け
ま
き

さ
わ
ら
ひ

や
と
り
き

あ
つ
ま
屋

う
き
ふ
ね

か
け
ろ
ふ

手
な
ら
ひ

夢
の
う
き
橋

わ

か
な

下

か

し
は
き

よ
こ
ふ
え

す
」
む
し
よ
こ
ふ
え
の
な
ら
ひ

ゆ
ふ
き
り

み
の
り

ま
ほ
ろ
し

に

ほ

ふ
ひ
や
う
ふ
け
や
う

こ
う
は
い

た

け
か
は

は

し
ひ
め

し
ゐ
か
も
と

あ
け
ま
き

さ
わ
ら
ひ

や
と
り
き

あ

つ
ま
や

う
き
ふ
ね

か
け
ろ
ふ

て

な
ら
ひ

ゆ
め
の
う
き
は
し

漢
字
／
仮
名
な
ど
の
表
記
の
違
い
を
除
い
て
、
外
題
と
仮
題
命
と
で
巻
名
が
異
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な
っ
て
い
る
の
は
、
空
蝉
、
夕
顔
、
末
摘
花
、
蓬
生
、
関
屋
、
初
音
、
胡
蝶
、
蛍
、

常
夏
、
舞
火
、
野
分
、
行
幸
、
藤
袴
、
真
木
柱
、
鈴
虫
、
匂
宮
の
十
六
巻
で
あ
る
。

匂

宮
の
仮
題
倉
で
は
、
異
名
の
「
に
ほ
ふ
ひ
や
う
ふ
け
や
う
（
匂
兵
部
卿
）
」
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
十
五
巻
で
は
、
「
う
つ
せ
み
は
s
き
s
の
な
ら

ひ
一
」
「
ゆ
ふ
か
ほ
は
s
き
s
の
な
ら
ひ
二
」
の
よ
う
に
、
巻
名
に
並
び
の
巻
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
源
氏
物

語
に

は

並
び
の
巻
が

知

ら
れ
て
い
る
。
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典
』

（東
京
堂

出
版
、
一
九
六
〇
年
）
に
整
理
さ
れ
た
並
び
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
、
ハ
ハ
キ
ギ
　
ニ
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ウ
ツ
セ
ミ
、
ユ
フ
ガ
ホ

三
、
ワ
カ
ム
ラ
サ
キ
　
三
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ス
ヱ
ツ
ム
ハ
ナ

＋
1
、
ミ
ヲ
ツ
ク
シ
　
十
1
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ヨ
モ
ギ
フ
、
セ
キ
ヤ

十

七
、
タ
マ
カ
ヅ
ラ
　
十
七
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ハ
ツ
ネ
、
コ
テ
フ
、
ホ
タ
ル
、
ト

　
コ
ナ
ツ
、
カ
ガ
リ
ビ
、
ノ
ワ
キ
、
ミ
ユ
キ
、
フ
ヂ
バ
カ
マ
、
マ
キ
ハ
シ
ラ

ニ
十
二
、
ヨ
コ
ブ
エ
　
ニ
十
ニ
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ス
ズ
ム
シ

ニ
十

七
、
ニ
ホ
フ
匂
兵
部
卿
　
二
十
七
ノ
ナ
ラ
ビ
、
コ
ウ
バ
イ
、
タ
ケ
ガ
ハ

　
仮
題
余
の
並
び
の
立
て
方
は
、
紅
梅
と
竹
河
を
匂
宮
の
並
び
と
し
て
い
な
い
点

を
除
く
と
、
既
知
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。

　
議
会
図
書
館
本
の
見
返
裏
の
仮
題
命
は
、
改
装
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、

可
能
性
と
し
て
、
改
装
前
の
巻
名
を
写
し
取
っ
た
場
合
と
、
改
装
者
が
巻
名
を
つ

け
た
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
。
諸
伝
本
と
古
注
釈
で
の
並
び
の
立
て
方
を
精
査
す

る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
議
会

図
書
館
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
、
伊
藤
鉄
也
「
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ

ア

部

日
本
課
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
調
査
概
要
」
（
斎
藤
達
哉
・
高
田
智
和
編
『
米

国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
刻
－
桐
壼
～
藤
裏
葉
ー
』
、
国
立
国
語
研
究

iEI
、
　
1
1
O
1
　
1
　
u
r
）
で
は
、
「
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
る

は

ず
で
あ
る
。
今
は
、
伊
藤
の
分
類
試
案
〈
乙
類
〉
と
す
る
。
従
来
の
〈
別
本
群
〉

に

近
い
も
の
で
あ
る
」
、
と
、
初
音
で
の
校
合
結
果
を
も
と
に
、
本
文
系
統
の
見
通

し
を
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
豊
島
秀
範
「
「
柏
木
」
巻
主
要
十
一
本
対
校
の
特
徴
－
巻
別
稿
本
の
具

体
例
に
即
し
て
ー
」
　
（
豊
島
秀
範
編
『
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提
言
』
、
國

學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
「
未
確
認
の
議
会
図
書

館
本

は
、
保
坂
本
の
本
文
の
近
似
し
て
い
る
こ
と
。
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
の

本
文

も
そ
れ
ら
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
本
文
は
、
い

わ

ゆ
る
河
内
本
系
の
本
文
に
近
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
議
会

図
書
館
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
、
源
氏
物
語
本
文
研
究
者
に
よ
る
多

角
的
詳
細
な
検
討
が
、
今
後
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
最
後

に
、
議
会
図
書
館
本
の
原
本
調
査
に
あ
た
り
、
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア

部

日
本
課
の
伊
東
英
一
氏
、
中
原
ま
り
氏
、
P
I
P
H
E
R
・
Y
清
代
氏
に
格

別
の
御
高
配
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
し
、
篤
く
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
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